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いずみ野の秋＝充実の秋 
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秋といえば、何をイメージするでしょうか。教室を回っていると、４年生の国語「秋探し」 

という授業をしていました。子どもたちが一番イメージしていたのは、ハロウィンでしたが、 

いずみ野小の日々を見ていると、「これぞ秋だな。」と感じる取組が多くありました。 

【スポーツの秋】 

運動会が１０月２８日（土）に行われました。本番当日に向けて、「最後の運動会 心を一つに 完全燃焼」というテ

ーマのもと、どの学年の練習を見ても活気に満ちあふれていました。今年は、昨年度とは違い、全学年の児童が外に

児童席を設けて見合う形で開催しました。下の学年の子どもたちの頑張っている姿を優しく見守り、上の学年のお兄

さん・お姉さんの格好良い姿を見て憧れる運動会。久しぶりの応援団の活躍。みんなで作り上げている姿を見ること

ができ、とても感動しました。各ブロックの演技に目を向けてみると、 

１・２年生：キラキラしたポンポンを手に、生き生きとみんな笑顔で踊る姿が本当に素敵でした。 

３・４年生：クラスごとに違う色の旗を持ち、上げたり下げたり回したりするときの動きの一体感、みなが旗を振り、音

が一つになったときの迫力。とてもかっこよかったです。 

５・６年生：組体操の一人技にソーラン節、そして“Let′ｓ Dance With Ｙｏｋｏｈａｍａ”。道具を使わず、体一つで

力強さ、滑らかさを表現し、踊り手一人ひとりの気持ちが結実した最後の運動会に対する思い。さすが高学年でした。 

子どもたちの発達段階に応じて、演技を構成していますが、保護者の皆様に見ていただけたことで、子どもたちは 

１２０％の力を発揮したと思います。応援ありがとうございました。 

【収穫の秋】 

いずみ野小のもう一つの大きな行事である稲刈りや脱穀、 

さつまいも掘りといった生産活動がピークを迎えていました。 

稲刈り。初めて活動する姿を見ましたが、5・6年生が稲を刈り、4年生が束ねる。田んぼにいたバッタやコオロギな

どがたくさん跳んでいましたが、ほとんどの子が集中して活動しており、やるべきことにしっかり取り組む姿が多く見ら

れました。また、１～３年生は、たくさんのさつまいもを掘り、袋いっぱいに詰め、重たくなった袋を誇らしげに持って帰っ

てきました。この活動が１２月の収穫祭に向けて、どのようにまとめて発表していくのか、とても楽しみです。 

この生産活動は、保護者のボランティアやサポーターズ、田んぼで Go！、MSI、学援隊の方々など、多くの方にご協

力いただき、安全に安心して活動を進めることができました。本当にありがとうございました。 

子どもたちの力に地域・保護者の力が合わさってできる「いずみ野小の秋＝充実の秋だな。」と感じました。 

引き続きのご支援とご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

令和 5年 10月 31日 

＜お願い＞ 

最近、８時前に正門に到着している児童が、見られるようになってきました。学援隊の方々に、登校の見守りをお願

いしていますが、登校時間が早いと、交通面や防犯面で、安全が確保できない状況になってしまいます。学校到着時

刻は、８時５分以降になるようにお願いいたします。 


